
番
号

対象者 参考とする教職員自己評価及び児童・保護者アンケートの設問内容
評価
結果

○学校としての考え
　◆課題・改善点

関係者評価
学校関係者評価委員の意見・提言

◆課題・改善点

職　員
　学校は、学校教育目標の実現を目指し、学校運営や学習指導、その他の教育
活動の工夫改善に取り組んでいる。

Ａ
(3.5)

児　童
　自分からすすんで勉強や運動をしたり、友達へやさしくしたりすることがで
きている。

Ａ
(3.5)

保護者
　お子さんは、主体的に学習や運動に取り組んだり、相手を思いやった行動を
したりすることができている。

Ｂ
(3.0)

職　員
　教職員は、自己の職務の役割を認識し、各分掌や学年が連携協力して、学校
運営に参画している。

Ａ
(3.5)

児　童

保護者

職　員 　学校は、「笑顔いっぱい東っ子」の具現化に向けた取組を行っている。
Ｂ

(3.4)

児　童 　東小は笑顔がいっぱいだ。
Ａ

(3.6)

保護者 　お子さんは、学校で楽しく笑顔で過ごしている。
Ｂ

(3.4)

職　員
　教職員は、教材研究を充実・深化させ、わかりやすく、きめ細やかな指導を
行っている。

Ｂ
(3.4)

児　童 　先生の授業は、わかりやすい。
Ａ

(3.7)

保護者 　学校は、わかりやすい授業のために、教材や教え方を工夫している。
Ｂ

(3.3)

職　員 　教職員は、学びに必要な４つの力（①自ら進んで学習する力、②集中して学習する力、③協
力して学習する力、④継続して学習する力）を育成している。

Ｂ
(3.3)

児　童 　授業中、集中して学習することができる。
Ｂ

(3.4)

保護者

職　員 　学校は、ＩＣＴ機器を活用し、学びのイノベーションを推進している。
Ｂ

(3.4)

児　童 　タブレットを使った学習はわかりやすい。
Ａ

(3.6)

保護者 　学校は、ＩＣＴ機器の活用能力を身に付けるための効果的な指導を行っている。
Ｂ

(3.1)
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令和７年度　上尾市立東小学校　学校評価報告書

領域

〇子供が毎日元気に登校している姿から、学
校教育目標「笑顔かがやく　東っ子」を実現
するため、先生方には日々ご尽力頂いている
と感じている。一方で、保護者の方が、学校
を良くするための先生方の話し合いの様子等
を知る機会が少ないので、さくら連絡網や
ホームページ等で先生方の話し合いの様子等
に掲載してもよいのではないか。
〇教員は学年ごとにチームワーク良く、職務
を果たしている。
◆働き方改革が進行中のなか、学校応援団や
ＰＴＡの活動に教職員の参加がなくなってし
まった。
◆自分から進んで勉強や運動、思いやりがあ
るかどうか等、個人差はどう評価したら良い
のか評価の仕方に悩む。

2

3

1

学　校　関　係　者　評　価 学校関係者評価

★評価基準　　Ａ：当てはまる　Ｂ：どちらかというと当てはまる　Ｃ：どちらかというと当てはまらない　Ｄ：当てはまらない

Ａ
(3.5)

Ａ
(3.7)

Ｂ
(3.2)

★評価の平均を数値化し、その数字の小数点以下を四捨五入し、４＝Ａ、３＝Ｂ、２＝Ｃ、１＝Ｄとした。

〇授業参観等から、一人一台端末を始め、
様々な教材を用いて、より分かりやすい授業
を実践しようとしていると感じる。
〇授業を見に行くと、子供たちは楽しそうに
授業を受けているように見受けられる。
〇高学年がchromebookを使いこなしているの
には驚いた。
◆学びに必要な４つの力については、学校の
取組だけでなく、家庭の協力も重要。各家庭
に対して、さくら連絡網等を活用して、学び
に必要な力を伸ばすよう取り組んでもらうこ
とを呼びかけていくことも必要だ。
◆子供たちに聞くと、家に帰ってまずは宿題
を終わらせるとゲームをする子が多くて、読
書する子はいない。

5
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4
Ｂ
(3.2)

Ｂ
(3.0)

Ａ
(3.5)

〇学校は、教職員のチームワークを生かし、前年度よりも
前進できるよう「できる方法」を常に模索し、教育目標の
具現化を図った。
〇学校は、学校教育目標の具現化に向けて、児童の学習や
生活の様子を学年やブロック、学校全体で情報を共有して
きた。各分掌部会等では、児童の実態をもとに具体的な手
立てを講じ、実行できた。
◆学校は、学校教育目標の具現化に向けた教育活動をどの
ように取捨選択していくかの課題がある。

〇学校は、児童が分かると感じる授業を常に目指し、研鑽
を重ねている。特に今年度は教員各自が自身で定めた課題
をもとに研究授業を行い、部会で検討して授業力向上を図
ることができた。
〇学校は「あげお学びのイノベーション」を推進し、ＩＣ
Ｔ端末を積極的に利用し、効果的な活用方法の向上を図る
ことができた。
◆学びに必要な４つの力を意識した授業づくりをさらに推
進し、児童や保護者に４つの力を意識させていく必要があ
る。
◆学校は、児童の興味や関心を高めるためにＩＣＴ端末の
活用に積極的に取り組んでいるが、学習への苦手意識が高
い児童が、自己有用感をもって学習に取り組めるように、
授業改善を図っていく必要がある。また、教員による個人
差も課題である。



番
号

対象者 参考とする教職員自己評価及び児童・保護者アンケートの設問内容
評価
結果

○学校としての考え
　◆課題・改善点

関係者評価 学校関係者評価委員の意見・提言

職　員 　教職員は、児童の自己肯定感を高める積極的な言葉かけをしている。
Ａ

(3.5)

児　童 　先生は、たくさんほめてくれる。
Ｂ

(3.4)

保護者 　学校は、お子さんの自己肯定感を高めるための取組を行っている。
Ｂ

(3.1)

職　員
　学校は、「いじめ見逃し0」のために、いじめの未然防止のための指導を
行っている。

Ａ
(3.5)

児　童 　「いじめは絶対にやってはいけないこと」だとわかっている。
Ａ

(3.9)

保護者 　学校は、いじめの未然防止のための指導を実施している。
Ｂ

(3.2)

職　員
　学校は、道徳の授業を充実させ、教育活動全体を通して児童の道徳的実践力
を養っている。

Ａ
(3.5)

児　童

保護者

職　員
　教職員は、体育授業等において、運動量の確保や運動技能向上のための取組
を行っている。

Ｂ
(3.3)

児　童 　体育の時間や休み時間に、たくさん運動している。
Ｂ

(3.4)

保護者
　学校は、お子さんの運動量の確保や運動技能向上のための取組を行ってい
る。

Ｂ
(3.0)

職　員
　学校は、保健、給食、防災等の指導や取組を充実させ、安全な環境づくりに
取り組んでいる。

Ａ
(3.6)

児　童 　「自分の命は自分で守る」を意識して安全に生活している。
Ａ

(3.7)

保護者
　学校は、保健、給食、防災等の指導を通して安全な環境づくりに取り組んで
いる。

Ｂ
(3.3)

職　員
　教職員は、児童が自分の考えを話したり、人の話を聞いたりすることができ
るよう意識して指導している。

Ｂ
(3.3)

児　童 　自分の考えを話したり、人の話を聞いたりすることができる。
Ａ

(3.5)

保護者 　お子さんは、自分の考えを話したり、人の話を聞いたりすることができる。
Ｂ

(3.1)

職　員 　学校をきれいにしようとする思いを育成する清掃指導を行っている。
Ｂ

(3.2)

児　童 　学校をきれいにしようと集中して清掃している。
Ａ

(3.6)

保護者

Ｂ
(2.8)

Ｂ
(3.3)

Ｂ
(3.2)

Ｂ
(2.8)

領域

7

〇ぽかぽか言葉の啓発など、学校は、子供の自己肯定感や
道徳心の向上に取り組んでいる。
〇地域や学童と連携して、各学期の開始時期に実施するあ
いさつ運動も継続できている。
〇下校で子供たちは友達に親切にしていて仲が良いのをよ
く見かける。
◆登下校中等の学校外での挨拶については、地域の方々や
保護者から挨拶をし、子供からの反応が無くても根気強く
取り組んでもらうよう協力を呼び掛けていければよい。
◆登下校のトラブルにより、登校班、下校班がなくなる危
機をどう解決していけるのか、行く末が心配である。
◆全国の不登校数が４０万人と年々増えている状況で、教
員の不注意な言動により学校が嫌いになることが子供たち
の心に芽生える。
◆自己肯定感を高めるためには学校のみならず家庭でも肯
定感を高める取組を推進して頂きたい。学校保健委員会な
どの取組を通して保護者が子供の自己肯定感を高めるため
の研修等があっても良い。
◆いじめについては昔よりも大人が気づきにくい部分も増
えている。子供の小さな心の変化を見逃さないための取組
の一層の推進や地域の目の活用等を含めて豊かな心を育む
環境を作る必要がある。
◆本校にもう子供がいないので教員がたくさんほめている
か、どんな言葉かけをしているのか、分からない。
◆実際にあったいじめの件数と対応について知りたい。

8

9

Ｂ
(3.3)

Ａ
(3.5)

Ａ
(3.6)

〇子供が「自分の考えを話したり、人の話を聞いたりす
ることができる。」と実感できていることから、教員の
個人研究の成果が出ていると思う。
〇学校応援団と連携してトイレ清掃や花壇の整備等を実
施し、子供にも体験させることで学校をきれいにしよう
とする思いが育まれている。
〇１年生の廊下や教室の床の雑巾がけは、可愛くてほほ
えましい。家庭ではさせないので大変良い経験である。
◆昇降口の掃除で男子は遊びながら雑に掃いている。
◆教員も連携してトイレ清掃や花壇に取り組んでいる姿
勢を子供たちに見せてほしい。

13
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12

○学校は、児童があいさつや時間を守ることが身に付くよ
う率先垂範している。特に、あいさつについては、地域の
方々の力を借りたあいさつ運動を継続して実施することが
できた。
〇児童会による宝探しの活動や、ぽかぽか言葉の啓発な
ど、いじめの未然防止に向けた取組を充実させるととも
に、見逃し０を基本とし、起きた場合の事後の指導と見守
りを徹底した。
〇保護者の協力を得て、家庭の日の道徳の取組が実施でき
た。
◆学校は、登下校中を含む学校外での挨拶を増やすよう指
導をさらに工夫し、継続していく必要がある。
◆登下校時や教員が直接指導していない場面での児童同士
のトラブルを減少させることが課題である。

○自転車交通安全教室や教職員対象の不審者対応訓練等を
実施する等、安全への取組を充実させることができた。
○食物アレルギーによる事故防止のために、対象児童の全
保護者と管理職を含めた面談を実施し。日々の事故防止に
努めている。
◆日常的に安全点検を実施したり、計画的に避難訓練を実
施したりしてきた。今後は、放課後の過ごし方や交通安全
への意識をより高めるための取組を実施していく必要があ
る。
◆児童の体力の向上を目指し、体育授業の工夫や水泳学
習、東小スポーツdayを実施した。体力の二極化に係る方
策をさらに工夫し、体育授業等の充実を図っていく必要が
ある。

〇学び合いと対話のある授業づくりのための個人研究を多
くの教員が行い、授業実践に取り組んだ。
○学校応援団と連携してトイレ清掃、花壇の整備等に取り
組んだ。
◆清掃の時間に話をせずに清掃に集中して取り組む児童の
育成のための指導方法についてさらなる工夫改善が必要で
ある。
◆校舎の老朽化に伴い、計画的な修繕等を行っていく必要
がある。

学　校　関　係　者　評　価 学校関係者評価

３
　
健
や
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成

10

〇子供の運動能力については、過去と比較すると低下し
ている傾向にあるが、その中でも運動量の確保や運動技
能向上のための取組を効率的、合理的に実施している。
〇報道で埼玉の子供の体力は全国平均を上回っている。
〇休み時間にたくさん運動しているのは一部の子ではな
いだろうか。教員が率先して「鬼ごっこをやろう！」な
どとクラスみんなで遊びながら体を動かしてほしい。
◆指導要領から、時間の確保が難しいとは思うが、球技
大会等の校内イベントを開催することは、子供が目標を
もって体力向上に取り組めるメリットもある。検討して
いただければと思う。
◆自転車の乗り方、危険な場面をよく見る。学校だけで
なく、家庭（親）も意識を高める必要がある。
◆冬の寒い時期でもスポーツジムの温水プールで、水泳
学習をしている学校もあるが、東小がそうなるとよい。

11

２
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番
号

対象者 参考とする教職員自己評価及び児童・保護者アンケートの設問内容
評価
結果

○学校としての考え
　◆課題・改善点

関係者評価 学校関係者評価委員の意見・提言

職　員 　学校は、児童一人一人の状況に応じた多様な支援を充実させている。
Ａ

(3.5)

児　童 　困っているとき、いろいろな先生が声をかけてくれる。
Ｂ

(3.4)

保護者 　学校は、お子さんの一人一人の状況に合わせた支援を行っている。
Ｂ

(3.1)

職　員
　学校は、不登校、長期欠席児童に、対応マニュアルに基づき組織的に対応し
ている。

Ａ
(3.5)

児　童

保護者 　学校は、不登校の早期発見、早期対応を行っている。
Ｂ

(3.0)

職　員 　資質能力の向上のために、積極的に研修に参加している。
Ｂ

(3.4)

児　童

保護者 　学校は、教職員の資質向上のために研修を実施している。
Ｂ

(3.3)

職　員
　学校は、時間外在校等時間の軽減、年休取得促進等に向けた働き方改革を推
進している。

Ａ
(3.5)

児　童 　先生は、休み時間に一緒に遊んでくれる。
Ｂ

(2.9)

保護者 　教職員は、心の余裕をもって児童の対応を行っている。
Ｂ

(3.2)

職　員 　校内の整理整頓、毎月の点検を通して安全な環境整備を行っている。
Ａ

(3.7)

児　童

保護者 　学校は、校舎設備等が整頓され、安全な環境である。
Ｂ

(3.1)

職　員
　学校公開日、ホームページ、便り等で積極的に保護者や地域に情報を発信し
ている。

Ａ
(3.8)

児　童

保護者 　学校は、積極的に情報発信を行っている。
Ｂ

(3.2)

職　員
　コミュニティ・スクールとして、保護者や地域、学校応援団（ＰＴＡ・おや
じの会を含む）と連携として活動している。

Ａ
(3.5)

児　童

保護者 　学校は、保護者、地域等と連携して活動している。
Ｂ

(3.2)

Ｂ
(3.0)

７
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〇学校運営協議会を通して、各組織の代表からの意見を取り入
れて学校の運営に取り組んでいただいている。
〇学校応援団やＰＴＡによる催しにも可能な範囲で協力し、協
働して実施している。
〇さくら連絡網で様々な情報を発信されている。さらなる充実
を期待したい。
〇ほぼ毎日登下校の見守りをしているが、低学年と帰るのが楽
しい。
〇さくら連絡網は学校の他、教育委員会からも情報が発信さ
れ、中には貴重な資料としてプリントしておくこともある。
〇教職員の働き方改革や保護者の共働き世帯の増加などもあ
り、これまでより関係性を濃くすることが難しいと思うが、ポ
ジティブな情報発信をしていって頂ければ、東小は上平地区と
上尾地区が校区であるので、自治会や青少年育成連合会などと
の連携で地域の中の学校としてこれからも密な連携を望む。
◆地域や団体と協働して実施した成果のＰＲについては不足し
ている。さくら連絡網等を活用して広報すると保護者にも広く
伝わる。
◆さくら連絡網で流れても、保護者の参加が少ない。
◆さくら連絡網の発信は早すぎても、遅すぎてもだめ。地域の
人たちはさくら連絡網が通じないので、案内は郵送で送るなど
の工夫が必要である。
◆保護者との連携についても時代に即したものとなる様、学校
や保護者共に過度な負担となる事が無い様な活動をそれぞれで
心がけて、持続可能な取組となる様に連携していって頂きた
い。

20

Ｂ
(3.4)

Ｂ
(3.0)

○学校は、さくら連絡網やホームページを活用して学校の
様子や連絡事項について保護者や地域の方がへ伝えてい
る。
○学校応援団の方々にトイレ清掃、緑のカーテン等環境整
備作業等の支援していただいている。ＰＴＡ主催で「東小
フェスティバル」を実施できた。
〇学校運営協議会で、学校の強みを生かした目指す学校像
について、「熟議」を通して深めることができた。
◆より情報を保護者や地域の方々にわかりやすく伝えてい
くために、ホームページの内容を充実させるなど工夫して
いく必要がある。
◆学校運営協議会を中心に、学校、家庭、地域における持
続可能な連携体制の構築を進めていく必要がある。
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〇勤務時間の削減、年休取得促進等に向けた働き
方改革の推進を実感している先生方が増えてい
て、改革の成果が見え始めている。
〇教職員が心身ともに健康であることは児童の安
心感向上にもつながる。教職員でないとできない
仕事に集中できる環境の拡大を図って頂きたい。
◆休み時間に一緒に遊んでくれると思っている子
どもが少し低めとなっている。次の授業の準備
等、忙しいとは思うが、子供とコミュニケーショ
ンが取れる余裕があるときは、休み時間も積極的
に子供に関わっていただけるとありがたい。
◆働き方改革により、児童と教員の気持ちの距離
が評価に表れていると思う。
◆働き方改革による空いた時間は家庭サービスも
大切だが、スキルアップも大切である。
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Ｂ
(3.4)

〇学校課題研究として、個別に課題を設定し研究を進めた
ことで、教職員一人一人が主体的に研究に取り組み、授業
力の向上につなげることができた。
〇働き方改革の意識が高まり、時間外在校等時間を軽減す
ることができた。
○学校は、施設の安全だけでなく、盗撮や死角のないよう
事故防止の視点からも毎月の安全点検を行っている。
◆働き方改革の推進により、教員と保護者との信頼関係が
築きにくくなったと感じている保護者もいることから、子
供や保護者に対応する時間をどう確保していくかが課題で
ある。
◆学校は、働き方改革をさらに推進し、時間外在校等時間
を月４５時間以内、年３６０時間以内の実現を１００％実
現する必要がある。
◆校舎の老朽化に伴い、計画的な修繕等を行っていく必要
がある。

Ｂ
(3.2)

Ｂ
(3.0)

領域

〇スペシャルサポートルーム等の不登校傾向の子供の受け
入れ体制が整備されている。
〇不登校児童等については、ケース会議を開くなど、担任
の先生任せにせず、組織で情報を共有して対応している。
〇スペシャルサポートルームについては、サポートルーム
ティーチャー不在の際など学校全体のバックアップも配慮
されていると感じた。ＳＳＲが特別な存在ではなく多様な
学びのための選択肢の一つであり、あって当たり前の存在
で積極的に活用できる様教職員皆さんの一層の理解向上を
望む。これから利用する児童の増加などを見据え、一層の
環境整備も必要になっていくと思う。
◆スペシャルサポートルーム等の学校の取組をより発信す
る必要がある。
◆連休や長期休暇の家庭での生活が、ゆるかったり、甘
かったりして、ぬくぬくの生活をしている休日の翌朝は登
校できない子供が多い。
◆登校のマナーが悪い。道幅いっぱいに広がって歩くこと
や、挨拶の返事をしない高学年が多い。
◆不登校、長期欠席となる前からの心の変化を一早くつか
める仕組みづくりに取り組んでほしい。
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〇不登校児童、長期欠席児童に対して、ケース会議を開い
て対応を検討し、組織的に対応できた。
〇スペシャルサポートルームの環境をととのえ、不登校を
生まない取組の一つとして一定の効果があった。
◆今後は、共通理解のもと組織的な対応を進めていくこと
が課題である。
◆スペシャルサポートルームを利用する児童の学習面や教
室復帰などに向けた取組等に課題がある。

学　校　関　係　者　評　価 学校関係者評価

Ｂ
(3.0)


